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中
日
音
楽
交
流
の
橋
を
か
け
よ
う

趙
　
　
　
維
　
平

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
は
私
の
研
究
歴
に
お
い
て
、
深
ま
り
と
広
が
り
を
持
た
せ
て
く
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
日
本
で
の
留
学
生
活
を
終
え
上
海
音
楽
学
院
に
戻
っ
て
教
鞭
を
取
っ
た
ち
ょ
う
ど
一
〇
年
後
の

二
〇
〇
九
年
一
〇
月
に
、
日
文
研
で
外
国
人
研
究
員
と
し
て
一
年
間
の
研
究
生
活
を
送
っ
た
。
多
忙
な
仕
事
か

ら
抜
け
出
し
、
再
び
自
分
の
研
究
に
没
頭
で
き
る
貴
重
な
一
年
間
だ
っ
た
。
博
士
論
文
は
奈
良
、
平
安
時
代
に

お
け
る
中
国
唐
代
音
楽
の
受
容
に
関
す
る
研
究
で
、
日
文
研
で
は
東
ア
ジ
ア
と
中
国
の
音
楽
関
係
に
焦
点
を
絞

り
、
中
日
両
国
に
お
け
る
踏
歌
と
い
う
音
楽
ジ
ャ
ン
ル
の
実
態
調
査
に
よ
り
、
両
国
の
文
化
性
格
に
ま
で
研
究

を
深
め
た
（
一
）
。
そ
し
て
唐
楽
の
影
響
を
受
け
た
催
馬
楽
の
史
料
に
出
会
っ
て
、
平
安
、
鎌
倉
時
代
ま
で
五
百
年
間

の
リ
ズ
ム
変
遷
に
関
す
る
研
究
も
出
来
た
（
二
）
。
京
都
市
民
を
相
手
に
、
東
ア
ジ
ア
の
雅
楽
に
つ
い
て
講
演
を
し
た

こ
と
も
全
く
新
し
い
体
験
だ
っ
た
。
か
な
り
専
門
的
な
質
問
を
さ
れ
た
市
民
の
皆
さ
ん
の
古
い
文
化
へ
の
関
心

に
驚
か
さ
れ
た
。
日
文
研
の
細
川
周
平
教
授
と
中
日
音
楽
や
世
界
音
楽
に
つ
い
て
幅
広
く
交
流
で
き
た
の
も
貴

重
な
思
い
出
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
夕
日
が
沈
み
つ
つ
あ
る
セ
ン
タ
ー
周
辺
を
散
歩
し
た
と
き
の
安
ら
か
さ

や
快
さ
も
ま
る
で
昨
日
の
よ
う
に
記
憶
に
止
ま
っ
て
い
る
。

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
は
私
に
と
っ
て
、
も
う
一
つ
特
別
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
実
は
上
海
音
楽

学
院
に
も
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
と
名
前
が
よ
く
似
て
い
る
中
日
音
楽
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
（
中
日
音

楽
文
化
研
究
中
心
）
が
あ
る
。
セ
ン
タ
ー
は
二
〇
〇
三
年
一
二
月
五
日
、
上
海
音
楽
学
院
で
行
わ
れ
た
「
第
五
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回
中
国
際
日
音
楽
比
較
研
究
会
」
が
閉
幕
す
る
際
に
設
立
さ
れ
た
。
中
国
初
の
日
本
音
楽
研
究
の
専
門
機
関
セ

ン
タ
ー
と
し
て
発
足
し
て
以
来
、
日
本
音
楽
研
究
や
日
本
の
音
楽
教
育
に
関
す
る
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
主
催

す
る
ほ
か
、
日
本
音
楽
の
演
奏
や
解
説
な
ど
、
様
々
な
音
楽
活
動
を
催
し
て
お
り
、
日
本
音
楽
を
中
国
に
紹
介

す
る
窓
口
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

中
国
に
は
、
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
が
い
く
つ
か
あ
る
が
、
芸
術
文
化
、
特
に
音
楽
に
関
す
る
研
究
セ
ン
タ
ー

は
そ
れ
ま
で
一
か
所
も
な
か
っ
た
。
海
を
隔
て
た
一
衣
帯
水
の
隣
国
で
あ
る
日
本
の
音
楽
、
特
に
日
本
の
古
典

音
楽
や
伝
統
音
楽
に
つ
い
て
、
民
間
で
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
音
楽
研
究
者
の
間
で
も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
。
一
方
、
日
本
で
は
中
国
の
音
楽
歴
史
や
伝
統
音
楽
に
関
す
る
研
究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
田
辺

尚
雄
、
岸
辺
成
雄
、
林
謙
三
、
小
泉
文
夫
を
は
じ
め
と
す
る
研
究
家
が
輩
出
し
、
多
く
の
研
究
成
果
が
蓄
積
さ

れ
て
い
る
。
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
中
国
音
楽
関
係
の
講
座
に
足
を
運
ん
だ
一
般
人
も
後
を
絶
え
な
か
っ

た
。
そ
れ
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
の
は
日
本
留
学
や
日
文
研
滞
在
の
時
だ
っ
た
。

一
九
八
九
年
に
日
本
文
部
省
国
費
招
待
留
学
生
と
し
て
馬
淵
卯
三
郎
教
授
の
指
導
の
下
で
大
阪
教
育
大
学
の

修
士
課
程
に
入
学
し
た
。
初
め
て
の
ゼ
ミ
で
日
本
人
の
学
生
が
解
説
抜
き
の
『
六
国
史
』
や
中
国
文
献
の
『
通

典
』
を
、
辞
書
を
片
手
に
通
読
し
た
姿
を
見
て
、
感
服
と
い
う
か
、
慚
愧
と
い
う
か
、
複
雑
な
心
境
だ
っ
た
。

大
き
な
刺
激
を
受
け
た
私
は
図
書
館
で
勉
強
に
明
け
暮
れ
、
史
料
や
書
籍
と
奮
闘
し
た
日
々
が
始
ま
っ
た
。
修

士
課
程
を
終
了
後
大
阪
大
学
博
士
課
程
に
進
学
、
博
士
号
を
取
得
、
一
九
九
九
年
に
錦
を
飾
っ
た
つ
も
り
で
母

校
の
上
海
音
楽
学
院
に
戻
っ
た
。
一
〇
年
ぶ
り
の
故
郷
は
町
並
み
が
見
知
ら
ぬ
ほ
ど
変
わ
っ
た
が
、
日
本
音
楽

や
日
本
の
音
楽
研
究
に
対
す
る
未
研
究
の
状
況
は
依
然
と
し
て
昔
の
ま
ま
だ
っ
た
。
中
国
古
代
史
や
東
洋
音
楽

史
を
専
攻
に
し
た
私
は
、
日
本
に
保
存
さ
れ
て
い
る
史
料
や
日
本
の
音
楽
研
究
成
果
抜
き
で
は
、
中
国
や
ア
ジ

ア
の
音
楽
歴
史
も
語
れ
な
い
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
中
日
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
を
作
ろ
う
と
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思
っ
た
。

研
究
史
料
の
不
足
に
悩
ん
で
い
た
私
は
一
時
期
助
成
金
の
申
請
に
走
り
ま
わ
っ
た
日
々
を
送
っ
て
い
た
。

一
九
九
九
年
帰
国
し
て
二
年
目
、
日
本
駐
上
海
総
領
事
が
上
海
音
楽
学
院
で
開
か
れ
た
新
年
コ
ン
サ
ー
ト
に
招

待
さ
れ
た
の
が
転
機
と
な
っ
た
。
パ
ー
テ
ィ
の
席
で
当
時
駐
上
海
総
領
事
の
杉
本
信
行
氏
に
日
本
音
楽
資
料
を

集
め
、
上
海
で
日
本
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
を
作
り
た
い
と
い
う
話
を
持
ち
か
け
た
ら
、
前
向
き
に
進
め
よ
う
と

い
う
快
諾
を
い
た
だ
き
、
思
い
が
け
な
い
展
開
を
迎
え
た
。
当
時
文
化
担
当
の
副
領
事
だ
っ
た
野
口
裕
子
さ
ん

の
協
力
を
得
て
、
ア
ジ
ア
の
文
化
援
助
に
当
た
る
「
草
の
根
」
と
い
う
助
成
項
目
の
申
請
に
成
功
し
た
。

書
籍
リ
ス
ト
の
作
成
や
セ
ン
タ
ー
設
立
の
企
画
の
た
め
、
野
口
さ
ん
は
何
回
も
上
海
音
楽
学
院
を
視
察
に
訪

れ
た
。
私
た
ち
は
書
籍
購
入
チ
ー
ム
を
組
み
、
日
本
大
学
の
蒲
生
郷
昭
教
授
か
ら
の
紹
介
で
国
立
音
楽
大
学
附

属
図
書
館
に
勤
務
し
て
い
た
長
谷
川
由
美
子
氏
の
ご
協
力
で
日
本
の
雅
楽
、
能
楽
、
歌
舞
伎
、
文
楽
な
ど
の
伝

統
音
楽
資
料
や
、
研
究
用
の
楽
書
な
ど
の
リ
ス
ト
を
作
り
、
二
年
間
も
か
け
て
、
一
千
万
円
相
当
の
資
料
を

や
っ
と
揃
え
た
。
そ
の
中
に
は
「
日
本
国
史
大
系
」、「
国
書
総
目
録
」、
日
本
音
楽
史
に
関
す
る
書
物
、
民
族

音
楽
学
、
日
本
の
民
謡
、
音
楽
に
関
す
る
辞
典
類
、
一
級
資
料
、
日
本
明
治
か
ら
西
洋
系
の
創
作
作
品
お
よ
び

多
く
の
音
楽
研
究
書
、
そ
し
て
一
部
の
音
響
や
映
像
製
品
も
含
ま
れ
て
い
る
。
中
日
音
楽
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

が
二
〇
〇
三
年
末
か
ら
正
式
に
設
立
さ
れ
た
後
、
セ
ン
タ
ー
の
所
蔵
資
料
は
一
般
公
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

中
国
唯
一
の
音
楽
専
門
資
料
室
と
し
て
、
全
国
の
研
究
者
に
日
本
音
楽
を
調
べ
る
の
に
必
要
な
資
料
を
提
供
し

て
い
る
。

中
日
音
楽
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
は
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
と
名
前
が
よ
く
似
て
い
て
、
双
子
の
よ
う

に
聞
こ
え
る
が
、
学
術
研
究
能
力
に
お
い
て
大
き
な
差
が
あ
る
。
し
か
し
、
文
化
交
流
の
窓
口
と
し
て
果
た
し

た
役
割
は
同
じ
で
あ
る
。
日
文
研
に
い
る
間
、
文
学
、
歴
史
学
、
民
俗
学
、
美
術
な
ど
多
分
野
に
わ
た
る
研
究
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発
表
会
や
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
た
経
験
も
帰
国
後
セ
ン
タ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
企
画
に
役
立
っ
た
。

セ
ン
タ
ー
は
研
究
者
に
資
料
利
用
の
便
宜
を
図
る
一
方
、
日
本
音
楽
を
中
国
に
紹
介
す
る
研
究
機
関
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
と
に
正
倉
院
の
楽
器
の
資
料
や
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
中
国
古
代
の
琵
琶
譜
、
箏

譜
、
横
笛
譜
、
催
馬
楽
な
ど
、
中
国
古
代
音
楽
研
究
に
大
変
貴
重
な
資
料
を
中
国
の
学
者
に
知
っ
て
も
ら
う
た

め
に
、
二
〇
〇
五
年
に
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
「
唐
楽
と
東
ア
ジ
ア
古
譜
に
関
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
主
催

さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
同
じ
テ
ー
マ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
四
回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
き
っ

か
け
で
、
東
京
学
芸
大
学
の
遠
藤
徹
教
授
、
法
政
大
学
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン·

ネ
ル
ソ
ン
教
授
、
神
戸
大
学
の
寺

内
直
子
教
授
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ
ド
ニ
ー
大
学
の
ア
ラ
ン
・
マ
レ
ッ
ト
教
授
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
ー
カ
ン
サ

ス
大
学
の
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
・
ウ
ォ
ル
パ
ー
ト
教
授
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
マ
ー
カ
ム
教
授
な
ど
多
く
の
ア
ジ
ア
古
代

楽
譜
の
専
門
家
が
上
海
に
訪
れ
た
。

国
際
音
楽
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ほ
か
、
セ
ン
タ
ー
は
年
に
数
回
日
本
か
ら
音
楽
研
究
者
を
招
き
、
日
本
及
び
ア

ジ
ア
各
国
の
音
楽
に
関
す
る
講
演
会
、
演
奏
会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
計
画
的
に
主
催
し
て
い
る
。

二
〇
〇
七
年
四
月
に
大
阪
大
学
の
山
口
修
教
授
が
三
味
線
、
尺
八
と
箏
の
演
奏
者
を
連
れ
、
セ
ン
タ
ー
で
上

海
音
楽
学
院
の
学
生
を
相
手
に
応
用
音
楽
学
や
ア
ジ
ア
音
楽
の
比
較
研
究
に
つ
い
て
の
シ
リ
ー
ズ
講
演
を
行
わ

れ
た
。
学
生
に
三
味
線
、
尺
八
と
箏
の
生
演
奏
を
聞
か
せ
な
が
ら
、
日
本
化
に
変
容
さ
れ
た
そ
れ
ら
の
楽
器
の

形
態
、
音
律
や
音
色
な
ど
、
中
国
の
元
の
楽
器
と
は
ど
こ
が
違
う
の
か
細
か
く
説
明
し
た
。
そ
し
て
、
上
述
し

た
楽
器
で
一
七
世
紀
に
成
立
し
た
三
曲
と
い
う
日
本
の
音
楽
ジ
ャ
ン
ル
の
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
か
れ
た
。
生
演
奏

を
は
さ
み
な
が
ら
歴
史
的
変
遷
や
理
論
的
解
説
を
す
る
、
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
は
中
国
の
学
生
に
と
っ
て
全

く
新
し
い
体
験
と
な
っ
た
。

セ
ン
タ
ー
は
「
日
本
の
仏
教
音
楽
の
楽
譜
」
や
「
日
本
に
お
け
る
専
門
音
楽
教
育
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
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も
設
け
た
。
ア
ジ
ア
で
も
仏
教
声
明
の
よ
う
な
古
い
記
譜
法
が
あ
る
と
は
ま
っ
た
く
驚
い
た
と
講
演
を
聞
い
て

衝
撃
を
受
け
た
学
生
も
い
た
。
ま
た
、
日
本
に
お
け
る
専
門
音
楽
教
育
の
講
演
は
、
中
日
に
お
け
る
西
洋
音
楽

の
摂
取
及
び
そ
の
背
景
に
つ
い
て
、
同
じ
ア
ジ
ア
の
国
と
し
て
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
き
っ
か
け
を
与
え
た

と
感
想
を
述
べ
た
。

セ
ン
タ
ー
は
日
本
の
古
代
音
楽
だ
け
で
な
く
、
近
代
か
ら
西
洋
音
楽
の
影
響
を
強
く
受
け
た
二
〇
世
紀
前
半

の
日
本
音
楽
の
紹
介
に
も
力
を
入
れ
た
。
二
〇
一
一
年
に
五
月
に
、
日
文
研
の
細
川
周
平
教
授
が
「
一
九
三
〇

年
代
の
日
本
音
楽
史
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
で
日
本
の
民
謡
、
歌
謡
曲
、
流
行
歌
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の

創
作
に
至
る
ま
で
幅
広
く
日
本
近
代
音
楽
史
か
ら
多
く
の
例
を
取
り
あ
げ
、
多
彩
な
音
楽
様
式
を
展
示
し
た
う

え
で
分
析
を
加
え
た
。
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
レ
コ
ー
ド
会
社
の
発
展
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
普
及
お
よ
び
国

民
教
育
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
そ
の
時
代
の
日
本
音
楽
に
繁
盛
を
も
た
ら
し
た
要
因
で
、
そ
の
背
景
に
は
当
時
の

政
治
行
政
や
経
済
の
発
展
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
。

こ
こ
一
〇
年
間
、
セ
ン
タ
ー
は
日
本
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
韓
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
、
十
数

か
国
の
学
者
を
迎
え
た
。
敷
地
面
積
が
三
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
も
な
い
狭
い
セ
ン
タ
ー
が
、
学
生
に
世
界
の
音
楽

に
接
す
る
窓
口
を
広
げ
た
。
一
〇
年
前
ま
で
日
本
音
楽
の
研
究
ど
こ
ろ
か
、
基
本
的
な
知
識
さ
え
な
か
っ
た
状

態
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
私
が
指
導
し
た
学
生
の
中
で
『「
博
雅
笛
譜
」
の
曲
名
考
―
唐
楽
の
変
遷
を
め
ぐ
っ
て
』

（
二
〇
一
一
年
修
論
）、「
三
味
線
の
役
割
形
成
と
歴
史
変
遷
に
関
す
る
研
究
：
地
歌
を
中
心
に
」（
二
〇
一
一
年

博
論
）、「
中
日
文
化
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
尺
八
の
歴
史
と
変
遷
」（
二
〇
一
四
年
博
論
）、「
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
に
お
け
る
西
ア
ジ
ア
楽
器
の
東
流
に
関
す
る
研
究
」（
二
〇
一
六
年
博
論
）
な
ど
の
テ
ー
マ
で
優
秀
な

修
士
や
博
士
論
文
を
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
卒
論
に
基
づ
い
て
書
か
れ
た
論
文
が
中
国
の
音
楽
研
究
専
門
誌
に

載
せ
ら
れ
、
中
国
に
お
け
る
日
本
音
楽
の
研
究
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。
そ
れ
も
セ
ン
タ
ー
が
設
立
し
た
一
〇
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年
間
で
挙
げ
た
大
き
な
成
果
の
一
つ
と
言
え
よ
う
。

セ
ン
タ
ー
は
専
門
音
楽
研
究
や
教
育
に
尽
力
す
る
一
方
、
日
本
の
演
奏
団
体
が
中
国
で
行
わ
れ
る
コ
ン
サ
ー

ト
の
解
説
や
優
秀
な
音
楽
研
究
成
果
の
翻
訳
出
版
な
ど
に
も
積
極
的
に
力
を
添
え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
中
日

音
楽
交
流
の
橋
が
ま
だ
一
本
の
丸
本
橋
だ
と
す
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
の
一
〇
年
間
は
、
そ
の
橋
が
も
う
す
こ
し
太

く
、
丈
夫
に
で
き
な
い
か
と
期
待
し
て
い
る
。
専
門
家
の
先
生
方
、
演
奏
家
の
方
々
、
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
中

日
音
楽
交
流
の
懸
け
橋
を
か
け
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
。

（
上
海
音
楽
学
院
教
授
）

（
一
） 
「
奈
良
、
平
安
時
代
に
お
け
る
中
国
音
楽
の
受
容
と
変
容
―
踏
歌
の
場
合
」『
日
本
研
究
』
第
四
三
集
、

二
〇
一
一
年
三
月

（
二
） 

「
日
本
に
お
け
る
唐
楽
の
歴
史
的
変
遷
―
催
馬
楽
の
拍
子
に
関
す
る
研
究
」『
音
楽
芸
術
』
二
〇
一
一
年
　
第
一

期
　
一
八
四
〜
一
八
九
頁


